
【当院での換気対策・基準について】

季節を問わず、新型コロナウイルス対策には、こまめな換気が重要といわれております。

当院では室内温度を 20～23℃に、湿度を 40％に維持できるよう、暖房器具・加湿器・

空気清浄機などを使用しながら連続的に換気を行っております。

当院では十分な換気が出来ているかどうかの指標として、二酸化炭素濃度測定器を活用

しております。人が吐く息に含まれる二酸化炭素を「見える化」し、基準を超えた場合

に換気を行っております。二酸化炭素濃度と新型コロナウイルスの関連性は十分に証明

されてはいませんが、換気のタイミングを知る有効な手法の一つです。

二酸化炭素濃度が 1000ppm以上になると、その都度スタッフが換気を行っておりま

すので、どうかご理解・ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。


